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代  表  白井朱美 

平成 22年 11月 21日に前橋・臨江閣において実施した第 10回五色百人一首群馬県大会（後援：

前橋市、群馬県教委、前橋市教委、高崎市教委、上毛新聞社、群馬よみうり新聞社）の事業開催について報告させていただき

ます。 

 

↑上毛新聞 11/22掲載            群馬よみうり 11/26掲載↑ 

 

おかげさまで、当日は、参加者 112名（参加校 24校）、保護者・引率者・運営スタッフを含めると

およそ 350名が集う盛大な大会となりました。 
 

▼大会参加者児童の声▼ 
★最初から勝っていて、優勝できるかと思ったけどできなくて、二位でした。ざんねんです。またやりたいです。（前

橋・4年女子） 
★1位決定戦で負けてすごく悔しかったです。来年は、1位になってトロフィーをもらう。（前橋・2年男子） 
★五色百人一首大会には、小学 1 年生の時からずっと出場しています。しんぱんの方のしどうがわかりやすくてよく

わかるので、戸惑うことなく行動できます。（前橋・4年男子） 
★最初は、緊張したけど、予選が終わったときは、楽しかったです。もう五色百人一首大会に出られないので、残念

です。とてもいい思い出になりました。（渋川・6年女子） 
★今 6年だから来年は五色には、でられないけど、し合いを思い切りできたのでよかった。入賞できてよかった。（前

橋・6年男子） 
★１回戦で全部負けてしまって、悔しかったけど、また来年もでて、今度は優勝したいです。今日はともて楽しかっ

たです。（高崎・4年女子） 
 



   

●大会参加者保護者・引率者の声● 
●このような重要文化財で経験でき、いい思い出になると思います。来年も参加できればいいと思います。 
●楽しく参加することができました。もう少し練習を重ねて、来年参加できたらと思います。 
●試合が始まってから、とても緊張したらしいのですが、とてもいい経験になったようです。6 年なので、最後です

が、もっと早く知っていたらなぁ～と言っていました。 
●くやしくて泣いた子どもを見て、感情も育ってくれていることを確認でき、うれしかったです。精神力を養うことがで

きるのも、百人一首の利点と思います。 
●たくさんの子ども達が楽しそうにカルタをとっていて、とっても見ている私たちも楽しかったです。また、来年、楽し

みにしています。関係者の方々、お疲れ様でした。 
 

▼ これらの声を踏まえ、当支部では来年も同時期に開催したい所存です。その節は、またよろしくお

願いします。 

 

 


